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①生物の大事な機能を殺いてしまう

②狙った遺伝子以外を切断（オフターゲット作用）する可能性が高い

③複雑な遺伝子の働きをかき乱す

④DNAを切断するだけだと跡が残らないため、操作したどうかが分からなくなり、悪用が

可能になる

⑤簡単な操作ででき、操作の簡単さと結果の重大さの間にギャップがある

⑥軍事技術への転用が容易（とくに遺伝子ドライブ）

⑦遺伝子を操作するため、次世代以降に影響が受け継がれるケースが多い

⑧特許権争いで開発が過熱化している

⑨簡単にオンラインで注文できる

⑩民主的な手続きや市民参加の仕組みがないまま進行している

市民の遺伝子権利章典

私たちは、以下のように遺伝子不可侵の原則を宣言する

1、私たちは、遺伝的多様性を含む生物多様性を守る権利をもつ

2、私たちは、すべての生物について、その部分も含めて特許化させない権利をもつ

3、私たちは、遺伝子組み換えされていない食べものを手に入れる権利をもつ

4、私たちは、私たちの生物資源や伝統的知識について、産官学等による略奪行為を拒否

する権利をもつ

5、私たちは、私たちと私たちの子孫の遺伝子を損なう物質や行為から守られる権利をも

6、私たちは、強制された不妊や断種から守られる権利をもつ。また、遺伝的スクリーニ

ングなど優生学的手段から守られる権利をもつ。

7、私たちは、遺伝的プライバシーを守る権利をもつ。

8、私たちは、遺伝子に基づく差別を受けない権利をもつ

9、すべての人は、遺伝子操作されずに生まれる権利をもつ

10、私たちは、組織・臓器・細胞・遺伝子の資源化、商品化を拒否する権利をもつ
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